
    
      シーン1：静寂の導入
    

    
      針の音が消える。 部屋に満ちる無機質な静寂。 兄さんが視線を落とす。ただそれだけで、首筋から背筋にかけて神経が粟立った。 私はベッドの端に膝をつく。兄さんの前。 私の役割。兄さんの視線を受け止め、それに応えるだけの存在になること。
    

    
      兄さんの指が襟元にかかる。 布が滑る。重力が消失するように、衣類が肩からずり落ちた。 空気が肌に触れる。冷気が撫でるたび、乳首が硬質化する。 私は息を止めた。心拍が鼓膜を叩く。 兄さんの掌が、私の肩から鎖骨へ、そして胸へと這い上がる。 皮膚が摩擦で赤らむ。熱が伝導する。 私の思考が、兄さんの指先に集約されていく。 思考が停止する。 次に何が起きるか。何をされるか。 期待が腹の底で渦を巻く。
    

    
      「……あ、兄さん……」
    

    
      私の声が途切れる。 兄さんは応えない。ただ、私の腰を掴み、引き寄せる。 肌と肌が重なる。 密着する面積が広がるたび、兄さんの体温が私を支配する。 私の骨格が、兄さんの意図する形へ組み替えられていくような感覚。 抵抗する意志はない。 ただ、兄さんの命令を待つ。 その命令が、私を構成するすべての器官を覚醒させる。
    

    
      兄さんの手が、私の内股をなぞる。 指先が、隠されたひだの奥を突く。 愛液が滲む。 布擦れの音が、静かな部屋に異様に大きく響く。 私は顎を突き出し、兄さんの肩に額を預けた。 兄さんの吐息が、耳元で熱を帯びる。
    

    
      「……ッ、ん……」
    

    
      兄さんの指が、私の肉壁を押し広げた。 未完成の快楽。 脳がしびれる。視界が揺れる。 兄さんの視線が、私の瞳を射抜く。 逃げ場はない。 この支配の中へ、私は沈んでいく。
    

    
      兄さんの指が、一度に深く侵入した。 奥。 子宮口を刺激する。 突き上げるたびに、私の全身が跳ねる。 腸が、筋肉が、兄さんの指を締め付ける。 私の意識が、指先の触れる一転に凝縮する。 思考は溶け、感覚だけが鋭利に研ぎ澄まされていく。
    

    
      波が来る。 背骨を駆け上がる熱。 指が高速で回転し、粘膜を擦り上げる。 声にならない喘ぎが、喉を詰まらせた。 私は、兄さんの背中に爪を立てた。 支配され、侵食される。 私という個が、兄さんの快楽の器へ作り替えられていく。 絶頂の波が、私の中心を突き抜けた。
    

    
      シーン2：浸食の反復
    

    
      絶頂の余韻が、肌の上で冷えていく。 兄さんの腰は止まらない。 引き抜くことはない。ただ、一度、二度と、深さを変えて往復する。 私の腸が、兄さんの肉棒を吸い付くように絡め取る。 摩擦音が、部屋の闇に溶け込んでいく。
    

    
      「……ん、ぅ……」
    

    
      声は、吐息に変わる。 兄さんのペース。兄さんのリズム。 私の鼓動が、兄さんの腰の動きと同調する。 重なるたび、熱が伝導する。 内壁が、兄さんの硬質な質感をなぞる。 傷つくはずの場所が、快楽を求めて開いていく。
    

    
      兄さんの手が、私の背中をなぞり、首筋を噛む。 痛み。刺激。 意識の輪郭が、ぼやけていく。 「楓」という個体が、兄さんの快楽の道具へと作り替えられていく。 思考が溶け、感覚だけが神経を支配する。
    

    
      兄さんが腰を加速させる。 突き上げるたび、脳髄まで響く。 視界が白く明滅する。 私の言葉はもう、意味をなさない。 名前を呼ぶことも、拒絶することも、とうに忘れている。
    

    
      ただ、兄さんの形に合わせる。 兄さんの液体が体内に増殖していく感覚。 腹の底が膨らみ、兄さんの存在が私を内側から塗り潰す。 支配されている。 侵食されている。 この感覚が、私のすべてになる。
    

    
      波が来る。 二度目の波。 背骨を駆け上がり、私の自我を粉砕していく。 兄さんが深く突き入れる。 私は兄さんの背中にしがみつき、ただ、壊れることを待つ。
    

    
      休憩シーン：空白と、残存する支配
    

    
      突き上げが止まる。 心拍が鼓膜を押し上げる。 空気の流れる音だけが、部屋を支配する。 兄さんの腕が、私の背中から離れる。 身体から重みが消える。 冷気が、肌を撫でる。 太ももを伝う液体の感触。 重力に任せて、シーツに沈む。
    

    
      思考は、戻らない。 ただ、感覚だけが身体に居座る。 内壁がヒリつく。 兄さんの熱が、体内で拡散していく。 逃げ場を失った熱が、じわりと細胞を侵食する。
    

    
      兄さんは、部屋を出ない。 ベッドの端に座り、ただ私を見下ろす。 視線が、私の肌をなぞる。 傷跡。 赤く腫れた皮膚。 精液の汚れ。 私の身体が、兄さんの所有物であることを証明する記号。 兄さんは、それをただ確認している。
    

    
      抵抗はない。 思考も、今は必要ない。 私は、ただシーツに横たわる。 指先を動かす気力もない。 呼吸を整えることさえ、兄さんの許しを待っているような錯覚。
    

    
      これは休息ではない。 ただ、次への調整。 兄さんの指が、私の髪を掬う。 付着した汗。 兄さんは、それを指先で拭い、眺める。 私の組成物。 兄さんの管理下にある肉塊。
    

    
      静寂が、濃くなる。 兄さんの視線が、私の下腹部に落ちる。 再び、兄さんの手が私の熱を確かめる。 支配は、終わっていない。 私は、再び訪れる波を待つために、ただそこで壊れている。
    

    
      シーン4：再起動と背後の支配
    

    
      兄さんの手が、背中から腰へと滑る。 体温が移動する。 シーツから引き剥がされる。 重力に逆らい、体が持ち上げられる。 四つん這いの姿勢を作らされる。 膝が擦れる。 首筋に、兄さんの吐息が落ちる。
    

    
      背後から、重みがかかる。 肌と肌がぶつかる。 密着した胸板から、兄さんの心拍が伝わる。 私の形が、再び兄さんの意図する形へ固定される。 視界は、目の前の乱れたシーツのみ。 背後で何が起きているのか、確認する術はない。
    

    
      侵入。 冷えかけていた奥へ、硬質な熱がねじ込まれる。 内壁が押し広げられる。 「……っ」 声帯が震える。 息が詰まる。 奥の突き当たりまで、一気に到達する。
    

    
      動きが始まる。 ゆっくりとした引き抜き。 そして、深い打ち込み。 腰が前へ押し出される。 兄さんの腕が、私の腹部を抱え込み、引き戻す。 逃がさない。 その事実が、脳髄を痺れさせる。
    

    
      打撃音。 肉と肉が打ち付けられる音が、規則正しく響く。 摩擦が熱を生む。 痛みが快楽へ反転していく。 兄さんのペース。 私が合わせるのではない。私のからだが、強制的に同調させられる。
    

    
      速度が上がる。 視界が揺れる。 シーツを握る指先から、感覚が消去される。 突き上げられるたび、頭蓋骨まで衝撃が抜ける。 息を吸う隙がない。 酸素が足りない。 肺が収縮し、掠れた音だけが口からこぼれる。 それでも、波は容赦なく押し寄せる。
    

    
      兄さんの指が、私の髪を掴む。 顔が上に引っ張られる。 喉が伸びる。 気道が開く。 声が、勝手に空気を震わせる。 「……あ、あ……」 言葉にならない。 意味を成さない。 思考が細い糸のように千切れる。 ただ、内側を抉られ、かき回される感覚だけが全神経を支配する。
    

    
      頂点が迫る。 背骨を電流が駆け上がる。 下腹部が極限まで収縮する。 兄さんが、さらに深く、重く踏み込んだ。 内壁が限界まで引き伸ばされ、悲鳴を上げる。
    

    
      弾ける。 視界が閃光に包まれる。 自我が完全に消失する。 直後、奥のさらに奥へ、熱い質量が叩きつけられる。 脈打つ振動。 兄さんの熱が、再び私の中へ噴出する。 私はただ、痙攣を繰り返す器として、その熱を受け入れ、闇へと沈んでいく。
    

    
      シーン5：体位の強制と感覚の飽和
    

    
      休息は短い。 兄さんの腕が、私の両脇を抜ける。 引き剥がされる。 シーツから胴体が持ち上がる。 膝を立て、腰を浮かせる姿勢を作らされる。 兄さんが背後に回り込む。 視界が反転する。 見知らぬ天井ではなく、ただ兄さんの胸板と、その背後の闇が視界を占める。
    

    
      兄さんの手が、私の腰骨を掴む。 指が肉に食い込む。 強引に固定される。 逃げ場はない。 兄さんの膝が、私の股をこじ開ける。 羞恥心は、既に摩耗して消えている。
    

    
      侵入。 今度は、角度が変わる。 直腸の深部、さっきまでとは違う一点。 そこをピンポイントで抉るような軌道。 「……んぐっ」 息が漏れる。 腹の奥で、何かが軋む音を聞いた。 兄さんの腰が、鋭角に突く。
    

    
      摩擦が激しくなる。 熱が一点に集中する。 皮膚の表面が、摩擦でひりつく。 兄さんの腰は、一度の停滞もなく繰り返される。 突き上げられるたびに、胃の腑まで揺さぶられる。 「あ, ぁ……っ」 呼吸のタイミングが掴めない。 兄さんのリズムに、肺が支配される。
    

    
      速度が上がる。 視界の中で、兄さんの表情が歪む。 汗が、私の上に滴る。 兄さんの熱気が、私の全感覚を包囲する。 内壁が擦り切れる感覚。 それでも、肉は快楽を求めて痙攣する。 兄さんの形に合わせて、内側が拡がる。
    

    
      頭の中で、警報が鳴る。 思考が真っ白に塗り潰される。 兄さんの手が、私の腰を前後へ揺さぶる。 衝撃が、背骨を伝って脳天を突き抜ける。 痛い。 熱い。 苦しい。 けれど、快楽がそれらをすべて上書きする。
    

    
      兄さんの指先が、私の前を弄ぶ。 挟み撃ち。 前後から、感覚がせめぎ合う。 逃げ場がない。 意識が、一点に収束していく。 兄さんの突きが、最も深い場所を捉える。
    

    
      限界が崩れる。 下腹部が、爆発する。 声にならない悲鳴を上げながら、私は兄さんの腕にしがみつく。 視界が割れる。 脳髄が沸騰する。 兄さんの激しい腰の動きに合わせて、私の自我が断片となって散っていく。
    

    
      突く。突く。突く。 兄さんが、追い打ちをかける。 奥で、塊が弾ける。 私のすべてが、兄さんの熱で満たされる。 私は、ただその熱に焼かれるだけの存在として、兄さんの腕の中で崩れ落ちた。
    

    
      休憩シーン：空白と、残存する支配
    

    
      突き上げが止まる。 心拍が鼓膜を押し上げる。 空気の流れる音だけが、部屋を支配する。 兄さんの腕が、私の背中から離れる。 身体から重みが消える。 冷気が、肌を撫でる。 太ももを伝う液体の感触。 重力に任せて、シーツに沈む。
    

    
      思考は、戻らない。 ただ、感覚だけが身体に居座る。 内壁がヒリつく。 兄さんの熱が、体内で拡散していく。 逃げ場を失った熱が、じわりと細胞を侵食する。
    

    
      兄さんは、部屋を出ない。 ベッドの端に座り、ただ私を見下ろす。 視線が、私の肌をなぞる。 傷跡。 赤く腫れた皮膚。 精液の汚れ。 私の身体が、兄さんの所有物であることを証明する記号。 兄さんは、それをただ確認している。
    

    
      抵抗はない。 思考も、今は必要ない。 私は、ただシーツに横たわる。 指先を動かす気力もない。 呼吸を整えることさえ、兄さんの許しを待っているような錯覚。
    

    
      これは休息ではない。 ただ、次への調整。 兄さんの指が、私の髪を掬う。 付着した汗。 兄さんは、それを指先で拭い、眺める。 私の組成物。 兄さんの管理下にある肉塊。
    

    
      静寂が、濃くなる。 兄さんの視線が、私の下腹部に落ちる。 再び、兄さんの手が私の熱を確かめる。 支配は、終わっていない。 私は、再び訪れる波を待つために、ただそこで壊れている。
    

    
      シーン6：視界の固定と深部の蹂躙
    

    
      兄さんの指が離れる。 代わりに、膝が私の両脚を押し広げる。 関節が限界まで開く。 シーツの冷たさが、背中から逃げていく。 兄さんが、私の上に覆い被さる。 影が落ちる。 光源が遮断される。 視界には、兄さんの顔だけが存在する。
    

    
      侵入。 ゆっくりと、質量が押し込まれる。 内壁が押し広げられる。 肉が、異物を飲み込んでいく。 空気が押し出される音が鳴る。 「……ぁ」 声が、漏れる。 最奥に到達する。 子宮口が、直接圧迫される。 兄さんの腰が止まる。 結合部で、二人の心拍が同期する。
    

    
      視線が絡む。 兄さんの目が、私を捕らえて離さない。 瞬きすら許されない感覚。 私が快楽に歪む過程を、兄さんが監視する。 腰が引かれる。 内側の肉が引っ張られる。 そして、再び最奥へ叩きつけられる。 衝撃。 腹部が跳ねる。
    

    
      打撃音が、部屋の空気を震わせる。 一定のリズム。 容赦のない往復。 摩擦が、熱を生み出す。 熱が、神経の端々を焼き切る。 兄さんの息が、私の顔にかかる。 汗が、私の肌に落ちる。 視界が揺れる。 兄さんの顔が、ブレる。
    

    
      速度が上がる。 深さが維持されたまま、打つ回数が増加する。 内壁が擦り切れる感覚が、強制的に快楽へ変換される。 「……あ, あ……っ、ぁ」 呼吸が追いつかない。 酸素が足りない。 喉の奥で、空気が掠れる音だけが響く。 痛みが、完全に消失する。 ただ、突き上げられる衝撃だけが、私という存在を構成する唯一の要素になる。
    

    
      限界が近づく。 下腹部から、熱が這い上がる。 背骨が反る。 足の指先が、空中で丸まる。 兄さんの腰が、さらに深く沈み込む。 奥の奥、最も柔らかい場所を、硬質な質量が抉る。
    

    
      視界が弾ける。 光の粒子が、脳裏で明滅する。 自我が、快楽の波に完全に押し流される。 私は、兄さんの腕を掴む。 皮膚に爪を立てる。 兄さんが、私の最奥で熱を解き放つ。 熱い液体が、内壁を叩く。 私は、痙攣を繰り返すだけの肉塊となり、その熱のすべてを内側に閉じ込めた。
    

    
      シーン7：肉穴の蹂躙と白濁の充填
    

    
      兄さんの手が、私の両膝を掴む。 脚がM字に開かれる。 空気が、濡れた股間に触れる。 視界の先、兄さんの股間には、血管を浮き上がらせたおちんちんがそそり立っている。
    

    
      兄さんの腰が動く。 亀頭が、おまんこの入り口を押し広げる。 愛液がこすれ、水音が鳴る。 抵抗はない。 肉が、巨大な肉棒を飲み込んでいく。
    

    
      侵入。 膣壁が、おちんちんの形に合わせて引き伸ばされる。 カリ首が、内側のひだを引っ掛けて進む。 「……ぁ、あ……っ」 最奥に到達する。 硬い先端が、子宮口に直に当たる。 鈍い衝撃が、下腹部を突き抜ける。
    

    
      往復が始まる。 兄さんの腰が引かれる。 おちんちんが抜けかける。 膣壁が吸い付く。 そして、再び根元まで叩き込まれる。 子宮口が抉られる。
    

    
      ぶちゅっ。 ごつんっ。 肉と肉がぶつかる音が、部屋に響く。 摩擦が、熱を生む。 私の腸が、子宮が、押し込まれる肉棒に合わせて位置を変える。 息を吸う隙間がない。 肺から空気が押し出される。 「……っ, ん, あぁ……っ」
    

    
      速度が上がる。 兄さんの亀頭が、何度も子宮口を打つ。 おまんこから、愛液が噴き出す。 兄さんのおちんちんを濡らし、シーツへ滴り落ちる。 摩擦音は、より粘着質な音へと変わる。 私の自我が、子宮口の一点に集約される。
    

    
      打撃。 打撃。 打撃。 おまんこの肉が、快楽を処理しきれずに痙攣を始める。 私は、兄さんの腕を掴む。 爪を立てる。 兄さんの腰が、一際大きく引かれた。 そして、最も深い場所へ、渾身の力で叩き込まれた。
    

    
      「……あ, くる……っ」
    

    
      子宮口が圧迫されたまま、兄さんの腰が止まる。 おちんちんが、私の中で大きく脈打つ。 一回。二回。 熱いザーメンが、子宮の入り口に直接叩きつけられる。 どくっ, どぷぅっ。
    

    
      濃い精液が、私のおまんこの中を埋め尽くしていく。 空洞が、兄さんの体液で満たされる。 内圧が上がる。 私は、ただその熱を受け止める。 腹の底が、物理的な重さを持つ。
    

    
      射精の脈動が続く。 私の膣内が、ザーメンでパンパンに膨ら上がる。 溢れ出たザーメンが、おちんちんとの隙間から逆流する。 太ももを伝い、シーツを汚す。 私は、おまんこをザーメンで満たされたまま、白目を剥いて絶頂の波に呑まれる。 身体が跳ねる。 筋肉が、おちんちんを締め付ける。 私は、兄さんの体液を溜め込むための容器として、ただそこで痙攣を繰り返した。
    

    
      シーン8：無限のストロークと肉の器（ロングシーケンス）
    

    
      シーツが冷たい。 いや、違う。私の体温が異常に上がっている。 先ほどの射精の熱が、まだ膣内に留まっている。 兄さんの巨根が、おまんこから引き抜かれる。 空気が入り込む。 粘膜が外側へ引っ張られる。 にちゃっ, と水音が鳴る。 栓が抜ける。 子宮口から膣口までを満たしていたザーメンが、重力に従って溢れ出す。 どろり。 白い液体が、太ももを伝う。 膝の裏を流れる。 シーツに染み込む。 私の肉体は, ただ兄さんの体液を排出する管としてそこにある。
    

    
      休む時間は与えられない。 兄さんの手が, 私の腰を掴む。 骨盤が持ち上げられる。 四つん這いの姿勢を強制される。 腕が震える。 膝が擦れる。 自分の愛液と兄さんのザーメンで濡れたシーツの上に, 手足が固定される。 後ろから, 兄さんの気配が迫る。 影が落ちる。 背中に, 兄さんの腹部が触れる。 汗の膜が重なる。 密着する。 お尻の肉を, 兄さんの両手が掴んで広げる。 外気に晒される。 先ほどまで蹂躙されていたおまんこが, ぽっかりと開く。
    

    
      亀頭が触れる。 まだ硬さを失っていない, 血管の浮いたおちんちん。 割れ目に沿って, 硬い先端が擦り上げられる。 愛液とザーメンが, 天然の潤滑油として機能する。 ぬるっ。 クリトリスに亀頭が擦れる。 下腹部が跳ねる。 声帯が震えるが, 声にはならない。 喉の奥で, 空気が漏れる音だけが鳴る。
    

    
      侵入が始まる。 ゆっくりと。 意図的に, 時間をかけて。 亀頭がおまんこの入り口を押し広げる。 肉が引き伸ばされる。 抵抗はない。 既に私の内側は, 兄さんのサイズに合わせて形を変えている。 カリ首が入り込む。 ひだが巻き込まれる。 内壁が, 異物の侵入を感知して収縮する。 筋肉が, おちんちんを締め付ける。 兄さんが, 腰を止める。
    

    
      静止。 私のおまんこの中に, 兄さんの肉棒が半分だけ埋まった状態。 脈打つ感覚が, 直接内側に伝わる。 ドクン。 ドクン。 おちんちんの血管の拍動が, 私の腸壁を揺らす。 息を吸う。 吐く。 それだけの動作で, 膣内の圧力が変わり, おちんちんの表面をなぞる。 「……っ, あ……」 待てない。 肉が, 続きを要求する。 私の意志ではない。 兄さんに調教された神経が, 奥への到達を渇望する。
    

    
      兄さんの腰が動く。 残り半分が, 一気に押し込まれる。 肉の塊が, 膣の最深部まで到達する。 ごんっ。 鈍い衝撃。 子宮口に, 亀頭の先端が直撃する。 下腹部の内側, 一番奥の器官が物理的に押される。 腹が内側から膨らむ。 胃が持ち上がる。 肺が圧迫される。 空気が口から押し出される。 「……あぁっ！」
    

    
      ストロークが始まる。 最初は, 一定のリズムで。 引き抜く。 根元まで埋まっていたおちんちんが, 入り口付近まで下がる。 膣壁が吸い付く。 肉棒の表面を, 内側のひだがなぞる。 そして, 再び押し込まれる。 子宮口を打つ。 引き抜く。 押し込む。 引き抜く。 押し込む。 摩擦が, 熱を生み出す。 部屋に, 肉と肉がぶつかる音が響き始める。 ぱあん。 ぱあん。 ぱあん。 兄さんの下腹部が, 私のお尻の肉を叩く。 その衝撃が, 背骨を伝って脳天まで抜ける。
    

    
      速度が上がる。 摩擦音に, 粘着質な水音が混ざり始める。 ぐちゅっ。 ずちゅっ。 私のおまんこから, 新たな愛液が分泌される。 残っていたザーメンと混ざり合う。 泡立つ。 白い泡が, おちんちんの出入りのたびに, おまんこの入り口から押し出される。 兄さんの太ももを汚す。 私のお尻を汚す。 汚濁。 その事実が, 脳内の理性を削り取っていく。
    

    
      「あ, あ, あ……っ」 呼吸のペースが崩れる。 兄さんの腰の動きに, 肺の拡張と収縮が強制的に同調させられる。 突かれるたびに息を吐く。 吸う暇がない。 酸素が足りない。 視界の端が明滅する。 シーツの模様が歪む。
    

    
      兄さんの手が, 私の腰から髪へ移動する。 後頭部の髪を掴まれる。 引っ張られる。 顔が上がる。 首が反り返る。 気道が一直線になる。 喉が露出する。 兄さんの顔が, 私の耳元に近づく。 荒い吐息が, 鼓膜を叩く。 兄さんの匂いが, 鼻腔を満たす。
    

    
      突き上げが, さらに深くなる。 角度が変わる。 四つん這いの姿勢のまま, 兄さんの腰が少し沈み込む。 おちんちんが, 上へ向かって反り上がるように膣内を進む。 Gスポット。 そこを, カリ首が的確に抉る。 「……ッ！！」 声にならない悲鳴。 両腕の力が抜ける。 肘が崩れる。 顔面がシーツに沈む。 それでも, 兄さんは髪を掴んだまま, 腰の動きを止めない。
    

    
      打撃。 打撃。 打撃。 子宮口とGスポットが, 同時に蹂躙される。 神経の束がショートする。 痛い。 苦しい。 お腹が破れそう。 けれど, 快楽がそれを上回る。 脳髄が溶ける感覚。 思考という機能が, 完全に停止する。
    

    
      一突きごとに, 私の存在が解体されていく。 「私」という人間ではない。 ただおまんこを開き, おちんちんを受け入れ, ザーメンを溜め込むための「肉の器」。 その役割だけが, 暗闇の中で純化されていく。
    

    
      ずぷぅっ。 ぐちゅぅっ。 ぱあんっ。 部屋の空気は, 既に液体の匂いで飽和している。 汗。 愛液。 ザーメン。 オスの匂い。 すべてが混ざり合い, 私の全感覚を包み込む。 逃げ場はない。
    

    
      限界が近づく。 下腹部の奥で, 熱が凝縮し始める。 小さな火種が, 一気に燃え広がる。 筋肉が硬直する。 足の指先が, シーツを掻き毟る。 爪が布を破る。 背骨が, 弓のように反る。 膣内の肉が, 意志に反して勝手に痙攣を始める。 兄さんのおちんちんを, 内側から締め付ける。
    

    
      「……くる……っ」 単語が, 口からこぼれる。 兄さんの腰のストロークが, 一際荒々しくなる。 手加減がない。 壊れるなら壊れてしまえと言わんばかりの, 暴力的な打撃。 おちんちんが, 私の内壁を削り取るように往復する。 摩擦。 熱。 衝撃。 水音。 すべてが極限まで高まる。
    

    
      そして, 兄さんの腰が, 最も深く沈み込んだ。 根元まで。 お尻の肉が潰れるほど強く, 強く押し付けられる。 子宮口が, 亀頭によって完全に塞がれる。 おちんちんが, 膣内で大きく脈打つ。
    

    
      ドクンッ。 熱い。 火傷しそうな熱。 ザーメンが, 子宮の入り口に直接叩きつけられる。 どぷぅっ。 勢いよく噴出する体液が, 内壁を叩く。 第一波。 第二波。 第三波。 絶え間ない射精の脈動。 濃いザーメンが, 空洞を埋め尽くしていく。
    

    
      同時に, 私の中の何かが弾ける。 絶頂。 脳の血管が焼き切れるような閃光。 視界が真っ白に染まる。 「あぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！」 喉が裂けるような叫び。 膣壁が, 猛烈な勢いで痙攣する。 兄さんのおちんちんを, ザーメンごと閉じ込めようと収縮を繰り返す。 ガクガクと, 全身が痙攣する。
    

    
      おまんこの中に, 熱い液体がどんどん溜まっていく。 物理的な重さ。 腹の底が, 他者の体液によって重く沈み込む。 入りきらなくなったザーメンが, 結合部から漏れ出す。 ぶちゅぶちゅと音を立てて, 溢れる。 太ももを伝い, シーツに新たな染みを作る。
    

    
      私は, 白目を剥き, 口から涎を垂れ流しながら, ただ痙攣を続ける。 兄さんの腰は, まだ私に密着したまま。 おちんちんが, ザーメンを吐き出しながら, まだ私の中で熱を保っている。 筋肉の収縮が止まらない。 意識が, 快楽の波の底へ, 底へと沈んでいく。 私は, ただザーメンで満たされた肉の器として, その場に崩れ落ちた。
    

    
      シーン9：至福の蹂躙と肉の従属
    

    
      シーツが冷たい。 けれど、私の内側は異常な熱を放っている。 全身の筋肉が悲鳴を上げる。 骨の髄まで疲労が染み込んでいる。 なのに、腹の底から、甘くドロドロとした幸福感が絶え間なく湧き上がってくる。
    

    
      兄さんの手が、私の首筋を掴む。 シーツから引き剥がされる。 無造作な扱い。 人間としてではなく、ただのモノとして、肉の塊として扱われる。 それが、たまらなく嬉しい。 私は、だらしなく口角を上げる。 涎がシーツに滴る。 拭う気すら起きない。拭う理由がない。
    

    
      再び、圧倒的な質量が私の奥底を貫く。 「……ぁ、あは……っ」 悲鳴ではなく、笑い声が漏れる。 痛い。 内臓が押し潰されるような、物理的な暴力。 けれど、その衝撃が脳へ伝わる瞬間に、すべてが極上の快楽へと変換される。 兄さんの力が、私を壊そうとしている。 私を使い潰そうとしている。 その事実が、私の存在意義を完璧に満たしていく。
    

    
      打撃。 重い音が、部屋に響く。 身体が前後に激しく揺さぶられる。 視界がガクガクと揺れる。 「もっと……っ、あはっ、もっとぉ……っ」 声が勝手に空気を震わせる。 理性が剥がれ落ちる。 私という個体は、ただ兄さんに消費されるためだけに呼吸をしている。 私は便器。私はゴミ箱。兄さんの欲望を処理するための、ただの肉穴。 思考が、喜んでその底辺へと滑り落ちていく。
    

    
      わざと、一番苦しい角度で抉られる。 呼吸が止まる。 肺から空気が根こそぎ絞り出される。 「……んぐっ、あぁぁ……っ、しあわせ……っ」 涙があふれる。 痛くて、苦しくて、息もできないのに、嬉しくてたまらない。 視界が涙で滲む。 兄さんの顔は見えない。 ただ、私を打ち据える熱と重さだけが、世界のすべて。
    

    
      激しい摩擦が、神経の束を焼き切る。 私の意志とは無関係に、腸が、子宮が、勝手に兄さんを求めて収縮する。 逃げようとするのではなく、もっと奥へ引きずり込もうと肉が蠢く。 壊して。 めちゃくちゃにして。 私を、二度と元に戻れないくらい、ただのメスにして。
    

    
      波が来る。 今までで一番大きく、重たい絶頂の波。 兄さんの腰が、私の最奥でピタリと止まる。 熱い液体が、私の最も深い場所に、ものすごい勢いで叩きつけられる。 ドクンッ。ドクンッ。 「あぁっ、あぁぁぁぁぁぁっ……！」 私は、歓喜の絶叫を上げる。 熱い。重い。嬉しい。 腹の底が、大好きな兄さんの体液で満たされていく。 私は、宇宙で一番幸せな肉の器として、白目を剥き、よだれを垂れ流しながら、歓喜の痙攣を際限なく繰り返した。
    

    
      シーン10：気絶を許されぬ天国と肉の完成（フィナーレ）
    

    
      視界が暗転する。 意識が、心地よい泥の底へ沈んでいく。 機能の停止。 肉体が、これ以上の快楽の処理を拒否して、シャットダウンを試みる。 けれど。
    

    
      ぱんっ。
    

    
      頬の肉が弾ける音が、鼓膜を叩く。 物理的な衝撃。 強制的な覚醒。 無理やり引き上げられた視界に、兄さんの顔が映る。 兄さんの指が、私の両目のまぶたを上下にこじ開ける。 光が眼球に突き刺さる。 「休むな」という無言の命令が、網膜から脳髄へ直接入力される。 逃げられない。 気絶すら、兄さんの許可なしには許されない。 その事実が、下腹部の奥底で、ドロドロとした幸福感へ変換される。 私は、ただ兄さんに消費されるためだけの存在。
    

    
      兄さんの手が、私の顎を掴む。 関節が外れるほど、口が縦に大きく開かれる。 喉の奥まで、空気が入り込む。 そこに、兄さんの指が突っ込まれる。 舌の根元が押される。 嘔吐反射。 胃液がせり上がる。 けれど、兄さんの指はそれを押し留め、喉の粘膜を容赦なくかき回す。 唾液が分泌される。 口の端から、透明な液体がとめどなく溢れ出す。 顎を伝い、首筋へ落ちる。 「あ、がっ、あぁっ……」 呼吸が阻害される。 酸素が肺に届かない。 酸欠が、脳の処理能力をさらに奪っていく。 思考の残骸が、きれいに洗い流される。
    

    
      口から指が抜かれる。 空気を吸い込もうとした瞬間、私の唇が、兄さんの唇で塞がれる。 舌が侵入する。 私の舌に絡みつき、口内を隅々まで舐め回される。 兄さんの唾液が、私の口の中に注ぎ込まれる。 飲み込む。 気道が確保される。 肺に空気が流れ込む。 生かされている。 兄さんの手によって、私の生命活動が管理されている。
    

    
      視線が、私の下半身へ移動する。 兄さんの手が、私の腰を持ち上げる。 重力が反転する。 私の骨盤の下に、クッションがねじ込まれる。 腰が不自然な高さまで持ち上げられる。 下腹部が、部屋の空気に完全に露出する。 前のおまんこも、後ろのけつまんこも、だらしなく開ききっている。 既に注ぎ込まれたザーメンが、両方の穴からぶちゅぶちゅと泡を立てて溢れ出している。 私の股間は、二つの肉穴を持つ、ただの排泄と受け入れの器官になり果てている。
    

    
      侵入が再開される。 今度は、前。おまんこへ。 狙いを定める時間すらない。 兄さんの腰が、重力に逆らって持ち上げられた私の子宮口へ向けて、一直線に落下する。
    

    
      ごんっ。
    

    
      最も奥の突き当たり。 子宮口の肉が、亀頭によって物理的に押し潰される。 内臓が上に持ち上がる。 胃の腑が押し上げられる。 肺から空気が強制的に押し出される。 「……ッ！！」 声帯が引き攣る。 悲鳴すら音にならない。 ただ、空気が喉を摩擦する音だけが鳴る。
    

    
      兄さんの腰が、固定される。 引き抜かない。 最も深い場所に亀頭を押し付けたまま、兄さんの骨盤が円を描くように回転を始める。 ゴリッ。 ゴリッ。 子宮口の周囲の肉が、すり潰される。 神経の束が、直接削り取られる感覚。 「あ、あ、あぁ……っ」 全身の筋肉が、意志とは無関係に痙攣を始める。 足の指が、空中で痙攣する。 両腕が、宙を掻く。 背骨が、異常な角度で反り返る。
    

    
      回転が止まる。 そして、無慈悲なピストン運動が開始される。 一回一回が、すべて最奥への直撃。 ぱあんっ。 ぱあんっ。 ぱあんっ。 兄さんの太ももが、私のお尻の肉を打つ。 肉と肉の衝突音が、部屋の空気を震わせる。 打撃のたびに、私の中に溜まっていたザーメンが、おまんこの隙間から空中に飛び散る。 シーツに。 壁に。 私の腹に。 兄さんの体液が、白濁の雨となって降り注ぐ。
    

    
      摩擦熱が、膣内を焼き焦がす。 愛液が、無限に分泌される。 ザーメンと愛液が混ざり合い、粘着質な水音を立てる。 ぐじゅっ。 ずちゅぅっ。 どぷっ。 その音が、私の脳内で「私は使われている」という歓喜のシグナルへ変換される。 もっと。 もっと壊して。 私が人間だったことなんて、思い出せないくらいに。 ただの肉の穴、ただの便器として、私を徹底的に使い潰して。
    

    
      限界値を超える。 脳内の化学物質が、決壊する。 一つ目の絶頂。 視界が白く染まる。 子宮が、猛烈な勢いで収縮する。 兄さんのおちんちんを、内側から食いちぎるような力で締め付ける。 「あぁぁぁぁぁっ！！」 喉が裂ける。
    

    
      けれど、兄さんの腰は止まらない。 絶頂の痙攣に合わせて、さらに激しく、さらに深く腰を打ち付けてくる。 痙攣する肉壁が、おちんちんによって無理やり押し広げられる。 収縮と拡張の衝突。 肉が悲鳴を上げる。 痛い。 痛い。 それが、狂おしいほど嬉しい。
    

    
      二つ目の絶頂が、間髪入れずに襲いかかる。 息を吸う隙がない。 脳の酸素が枯渇する。 視界の端から暗闇が迫る。 気絶。 意識が途切れる。
    

    
      ぱんっ。
    

    
      再び、頬を打たれる。 「……ぁ」 引き戻される。 暗闇から、光と熱と水音の世界へ。 気絶すら許されない。 脳が、無理やり覚醒状態を維持させられる。 過負荷で焼き切れそうな神経に、新たな電気信号が流し込まれる。
    

    
      三つ目の絶頂。 四つ目の絶頂。 数える機能が失われる。 波と波の境界線が消滅する。 ただ、常に最高潮の快楽の中に放り込まれ続ける。 私のからだは、震え続けるだけの肉塊。 白目を剥く。 口が半開きになる。 よだれが、首筋から鎖骨へ流れる。 涙が、耳に流れ込む。 顔面の筋肉の制御が完全に失われる。
    

    
      兄さんの手が、私の両胸を掴む。 爪が立てられる。 肉が捻り上げられる。 「ひぎぃっ……！」 下半身の激痛に、上半身からの激痛が加わる。 すべての痛覚が、脳内で幸福感へ強制変換される。 私の全細胞が、兄さんの存在を受容するために稼働している。
    

    
      兄さんの腰の動きが、一際荒々しくなる。 ストロークの幅が狭くなる。 最奥の数センチだけで、凄まじい速度の往復が繰り返される。 内臓が沸騰する。 血液が逆流する。
    

    
      「……あ, くる……っ。兄さんの, くるぅ……っ」
    

    
      私の口から, 意味を持たない単語が漏れる。 兄さんの動きが, ピタリと止まる。 根元まで。 私の骨盤を砕きそうなほどの力で, 兄さんの腰が押し付けられる。 子宮口が, 完全に塞がれる。
    

    
      ドクンッ。
    

    
      巨大な脈動。 火山の噴火のような熱が, 私の一番奥深くに叩きつけられる。 「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！」 絶叫。 第一波。 どぷぅっ。 濃度の高いザーメンが, 子宮の入り口を直撃する。 内壁が弾ける。 第二波。 どくぅっ。 熱い体液が, 空洞を埋め尽くしていく。 第三波, 第四波。 脈動が止まらない。 無限に生成されるザーメンが, 私の内側に注ぎ込まれ続ける。
    

    
      腹が膨らむ。 物理的な体積の増加。 私の内臓の間に, 兄さんの体液が居座る。 重い。 熱い。 苦しい。 幸せ。 私のすべてが, 兄さんのザーメンで満たされた。
    

    
      射精が終わっても, 兄さんはおちんちんを引き抜かない。 私の体内に栓をしたまま, 私の上に重くのしかかる。 兄さんの体重。 兄さんの汗。 兄さんの鼓動。 すべてが, 私をシーツに押し付ける。
    

    
      私のからだは, 小刻みな痙攣を無限に繰り返している。 ザーメンをこぼさないように。 兄さんのすべてを, 内側に閉じ込めるように。 膣肉が, ピクピクと動き続ける。
    

    
      「……あ……あ……ぅ……」
    

    
      私は, ただ白目を剥き, よだれを垂らしながら, 呼吸だけを繰り返す。 思考はない。 感情もない。 ただ, 兄さんに満たされた「肉の器」。 それこそが, 私の存在の完全なる完成形。 永遠に覚めない天国の底で, 私はただのメスとして, 至福の痙攣に身を委ね続けた。
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